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Galileoデータを用いた木星内部磁気圏のエネルギー電子変動現象解析

An analysis of energetic electron variation phenomena in the inner part of the Jovian mag-
netosphere with the Galileo data
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　木星は約 10時間という速い自転速度と、強力な固有磁場を有する惑星である。さらに、木星の衛星 Ioには火山が
存在し、木星磁気圏内の粒子の主な起源となる特徴を持つ。これらのことから、木星内部磁気圏は太陽風などの外部か
らの影響より、木星の自転のエネルギーや Ioからの粒子注入などの内部起因の影響が卓越する領域と考えられている。
また、Pioneer10,11、Voyager1,2、Galileoなどの探査機の観測から、木星磁気圏内にはMeV帯、keV帯の高エネルギー
粒子が存在することが知られている。しかし、Ioから放出された際には keVに満たない低エネルギー粒子がどのような
過程に起因してエネルギーを得てゆくのか、その加速機構の詳細は未だ解明されていない。
　木星内部・中間磁気圏では injection現象が確認されている。injectionは木星内部磁気圏の加速現象および輸送にお

いて重要な役割を担うと考えられるが、その発生機構は解明されていない。また、木星で観測される injectionは LT依存
が確認されておらず、fluxの増大も地球に比べ小さいことから、地球とは違う物理過程を考える必要がある。
　本研究では木星の injectionの物理過程の理解のため、粒子観測機 EPDと磁場観測機MAGを用いて injectionや顕著

な電子 flux変動現象の詳細な解析を行った。この結果から、injectionや電子 flux変動発生時に磁場に微細な変動が見られ
る場合があり、その変動がMHD 波的な特徴を持つことが示された。偏波解析の結果、この変動は compressional mode、
shear Alfven modeの両方の成分を持つMHD 波であることが確認され、これらのポインティングフラックスベクトルお
よび波数ベクトルを求めることができた。数例の解析結果から、compressional modeのポインティングフラックスベクト
ルは磁力線に対する角度にばらつきはあるものの、12Rj程度では概ね木星へ向かう向きを持っていることが示された。
この結果は、この compressional mode MHD波が磁気圏内部へ向かう injectionや電子 flux変動の発生に関わっていた可
能性を示唆する。
　今後、解析例を増やすことで、統計的に injection現象の特性・起源を考察する予定である。また、現在 injection現

象の発生機構の１つとして考えられている interchange instabilityによって、どの様に injectionやMHD波が励起されるか
についても言及する予定である。


